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募集

公益信託山路ふみ子 
専門看護教育研究助成基金 
第34回（2024年度）研究助成 
候補者募集
主旨：看護実践の科学的根拠の確立，看
護方法論の開発と評価および看護学の基
盤となる研究を助成。人々の健康を脅か
す社会的課題に挑戦する看護研究を期
待。なお，軍事に資する研究には助成し
ない
助成金交付予定額および助成金使用期
限：（1）1件 150万円以内で，約20人に
交付予定　※助成金使用期限は，大学院
博士後期課程または5年一貫博士課程の
場合は終了予定日まで，博士課程修了後
の研究生の場合は研究終了時まで。ただ
し，最長3年
（2）助成金の使用内訳には，以下の制限
がある
ア．PCおよびPC関連機器（ハード）の購
入費は20万円以内
イ．下記の費用は助成対象としない
授業料・学会参加費・論文作成費（英訳
を含む）・データ入力およびテープ起こしな
どに対する謝金
ウ．研究推進に直接必要な経費に充当す
るものとし，間接経費への使用および使用
者の変更は認めない
応募資格：次のすべての条件を満たす者
（1）自国の正規の看護師免許を受けてい
る看護師
（2）日本国籍を有する場合は国内または
国外の大学院生＊，日本国籍を有しない
場合は国内の大学院生＊のみ
＊博士後期課程または5年一貫博士課程
の正規生，もしくは博士課程修了後の研
究生（いわゆるポスドク）として在学中で看
護学の諸分野を研究中の者
（3）看護学の探求に熱意をもち，将来看
護学の教育，実践または研究に携わる意
志をもつ者
（4）これまで当研究助成基金から助成を
受けたことのない者。ただし，博士課程
修了後の研究生（いわゆるポスドク）はこの
限りではない
なお，給与収入（フルタイム）がある者，
2024年4月時点で大学院博士後期課程
1年生，5年一貫博士課程 1，2年生は原
則として応募資格がない
応募方法：申請者が所定の申請書に入力

し，当公益信託の受託者（下記）に電子
メールで提出。郵送は受け付けない
注）ア．各用紙への記入はPC等活字入
力（手書禁止）
イ．所定の申請書以外に書かれたものは，
審査対象としない。様式を変更したり，所
定のページ数を超えて記入した場合，応
募は無効。印刷はA4用紙4ページ
ウ．申請書は，受託者三井住友信託銀
行ホームページの公益信託の募集案内一
覧のページからダウンロード
助成金受給者の義務：
（1）研究成果の報告書（会計報告書を含む）
を助成金使用期限までに当公益信託の受
託者に提出
（2）学位論文完成時，研究生は研究終了
時には，論文要旨の写しを当公益信託の
受託者に提出
（3）学位論文およびその他研究論文を公
表する場合には，「この研究は，公益信
託山路ふみ子専門看護教育研究助成基
金より助成を受けた」旨を記載
（4）当公益信託の事業において研究成果
の報告を課すことがある
（5）受給後に給与収入が発生した場合は，
未使用の助成金を返金
申請締切日：3月15日（金）（当日中のメー
ル着信分まで）
審査方法ならびに通知：当公益信託の運
営委員会で，書類による審査のうえ採否を
決定し，結果は5月上旬頃までに申請者
に書面で通知　※受給者は5月31日（金）
17:00から（予定）贈呈式に出席のこと
助成金交付期日：採択決定後，受給者の
書類が整い次第すみやかに交付
申請書掲載URL：https://www.smtb.
jp/personal/entrustment/public/ex-
ample/list
提出先：kouekidenshi@smtb.jp
※件名【山路看護・申請者名】（表記必須）
照会先（受託者）：公益信託山路ふみ子専
門看護教育研究助成基金
〒 105-8574　東京都港区芝3-33-1　三
井住友銀行個人資産受託業務部公益信
託グループ
T E L：0 3 - 5 2 3 2 - 8 9 1 0（平日 9 : 0 0～
17:00）
FAX：03-5232-8919
E-mail：kouekidenshi@smtb.jp
※件名【山路看護問合せ】

募集

公益信託中西睦子 
看護学先端的研究基金 
2024年度研究助成候補者募集
主旨：保健医療福祉施設および地域等に
おいて，看護実践の成果の可視化および
理論化を図ろうとする看護職の研究を助
成。ただし，博士論文のための研究は対
象としていない。また，軍事に資する研究
は助成しない
助成金交付予定額および助成金使用期
限：（1）1件200万円以内で約5人に交
付予定　※助成金使用期限は，研究終了
時まで。ただし，最長3年
（2）助成金の使用内訳には，以下の制限
がある
ア．PCおよびPC関連機器（ハード）の購
入費は20万円以内
イ．下記の費用は助成対象としない
授業料・学会参加費・論文作成費（英訳
を含む）・データ入力およびテープ起こしな
どに対する謝金
ウ．研究推進に直接必要な経費に充当す
るものとし，間接経費への使用および使用
者の変更は認めない
応募資格：次のすべての条件を満たす者
（1）日本国籍を有し，厚生労働大臣の免
許を受けている看護師
（2）修士・博士の学位を有する現場の看
護職（個人またはグループ）で，実践の成
果の可視化，もしくは理論化を図ろうとす
る研究を行おうとする者
（3）主たる申請者が科研費申請資格のな
い者
（4）これまで当研究助成基金から助成を
受けたことのない者
応募方法：申請者が所定の申請書に入力
し，当公益信託の受託者（下記）に電子
メールで提出。郵送も可
注）ア．各用紙への記入はPC等活字入
力（手書禁止）
イ．所定の申請書以外に書かれたものは，
審査対象としない。様式を変更したり，所
定のページ数を超えて記入した場合，応
募は無効。印刷はA4用紙4ページ
ウ．郵送の場合，片面印刷（両面印刷は
不可）。書類は返却しない
エ．申請書は，受託者三井住友信託銀
行ホームページの公益信託の募集案内一
覧のページからダウンロード
助成受給者の義務：
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（1）研究成果の報告を（会計報告書を含む）
を受給後3年以内に当公益信託の受託者
に提出
（2）研究終了時には，論文要旨の写しを
当公益信託の受託者に提出
（3）研究論文を公表する場合には，「この
研究は，公益信託中西睦子看護学先端
的研究基金より助成を受けた」旨を記載
（4）当公益信託の事業において，研究成
果の報告を課すことがある
（5）未使用の助成金は返金すること
募集締切日：3月15日（金）（郵送は当日必
着，電子メールは当日中着信分まで）
審査方法ならびに通知：当公益信託の運
営委員会で，書類による審査のうえ採否を
決定し，結果は5月上旬頃までに申請者
に書面で通知　※受給者は5月31日（金）
17:00から（予定）贈呈式に出席のこと
助成金交付期日：採択決定後，受給者の
書類が整い次第すみやかに交付
その他：
（1）助成金は，指定の銀行口座等に振り
込む
（2）所属機関への委任経理とする場合，
間接経費の使用および使用者の変更は認
めない
申請書掲載URL：https://www.smtb.
jp/personal/entrustment/public/ex-
ample/list
提出先：kouekidenshi@smtb.jp
※件名【中西睦子看護・申請者名】（表
記必須）
郵送提出先・照会先：公益信託中西睦
子看護学先端的研究基金申請口
〒 105-8574　東京都港区芝3-33-1　三
井住友銀行個人資産受託業務部公益信
託グループ
T E L：0 3 - 5 2 3 2 - 8 9 1 0（平日 9 : 0 0～
17:00）
FAX：03-5232-8919
E-mail：kouekidenshi@smtb.jp
※件名【中西睦子看護問合せ】

募集

小倉一春大学院教育（国際看護） 
奨学金 
2024年度奨学生募集
申込期間：4月1日（月）～24日（水）必着
応募資格：次のすべての要件を満たして
いること
①保健師助産師看護師法による保健師・

助産師または看護師の免許を有し，心身
ともに健全なこと
②看護系大学大学院において国際看護を
専攻していること
③国際看護に関する教育研究あるいは臨
床を通して看護の実践に貢献できること
④日本国籍がない場合，在留資格が「法
定特別永住者」「永住者」「日本人の配偶
者等」「永住者の配偶者等」「定住者」の
いずれかであること
給付額：1人当たり60万円を一括交付
※本奨学金は給付型。ただし，給付奨学
生の身分を喪失したときは返還を要す
募集人数：5名程度
応募方法：下記Webサイトより募集要項
をダウンロードし，提出書類一式を，奨学
金事務局まで直接郵送
応募先・問い合わせ先：奨学金事務局
（小倉一春大学院教育（国際看護）担当）
〒150-0001　東京都渋谷区神宮前5-8-2　
公益財団法人日本看護協会管理部業務2
課
TEL：03-6704-8802
FAX：03-5778-5601
E-mail：scholarship@nurse.or.jp
URL：https://www.nurse.or.jp/nurs-
ing/scholarship_subsidy/scholarship/
ogura/index.html

案内

第50回 
日本保健医療社会学会大会
日時：5月25日（土）～26日（日）
開催方法：現地会場，Web（事前申し込
み者のみ対応）
会場：東京医療保健大学船橋キャンパス
（千葉県船橋市）
テーマ：『弱い』ままで生きられる社会のた
めに
プログラム：会長講演「『弱い』ままで生き
られる社会のために—ひとりの看護学教
育・研究者として」吉田澄恵（東京医療保
健大学千葉看護学部）／教育講演「『弱い』
ままで生きられる社会のために—ひとりの
医療社会学研究者として」武藤香織（東京
大学医科学研究所）／シンポジウム「ケアの
主体を問い直す」安齋由貴子（宮城大学），
矢原隆行（熊本大学），天田城介（中央大学）
／ほか
参加費：会員6000円，非会員7000円，
学生（シニア）会員2000円，学生（シニア）

非会員3000円
参加申込：3月上旬以降（予定）
問い合わせ先：大会事務局
〒273-8710　船橋市海神町西 1-1042-2　
東京医療保健大学千葉看護学部内
E-mail：jshms50office@gmail.com
URL：https://jshms-conference2024.jp/

案内／演題募集

第18回日本慢性看護学会 
学術集会（ハイブリッド開催）
日時：［現地］8月10日（土）～ 11日（日）
［オンデマンド配信］8月26日（月）～9月

30日（月）予定
会場：神戸国際会議場（神戸市中央区）
テーマ：慢性の病いと生きる人の生活を整
えるケア—症状とともに生きていくことを支
える
プログラム：会長講演「慢性の病いと生き
る人の生活を整えるケア—症状とともに生
きていくことを支える」森菊子（兵庫県立大
学看護学部教授）／教育講演 1「患者中心
の症状マネジメントと看護ケア」内布敦子
（敦賀市立看護大学学長）／教育講演2「慢
性病者の生活を整えるケア」藤田愛（北須
磨訪問看護・リハビリセンター所長）／教育講
演3「時間栄養学の視点から慢性疾患患
者の食事を考える」永井成美（兵庫県立大
学環境人間学部食環境栄養課程教授）／基調
講演「思いをくみ取る看護—コミュニケー
ションデザインとは何か？」平田オリザ（芸
術文化観光専門職大学学長）／ほか
参加申込期限：9月30日（月）
参加費：［6月30日まで］会員9000円，
非会員 1万 1000円，［7月1日以降］会
員 1万円，非会員 1万2000円，大学院
生8000円，一般学生3000円
参加申込方法：下記Webサイトより
一般演題締切：3月11日（月）12：00
問い合わせ：運営事務局
〒531-0072 大阪市北区豊崎3-20-1 イン
ターグループビル　株式会社インターグ
ループ内
TEL：06-6372-3053
FAX：06-6376-2362
E-mail：jscicn18@intergroup.co.jp
URL：http://mansei18.umin.jp
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案内

兵庫県立大学看護学部 
デジタルヘルスケア・センター 
開設記念キックオフセミナー
日時：3月1 5日（金）1 3 :3 0～ 1 7 :0 0／
Zoomウェビナーによるライブ配信あり
会場：兵庫県立大学明石看護キャンパス
講堂（兵庫県明石市）
プログラム：「介護・ 医療分野における
ビックデータの活用とケアの創出」井上創
造（九州工業大学大学院生命体工学研究科教
授）／「人々の健康行動の変容に迫るアプ
ローチ法とデジタルデバイスの活用」江口
泰正（産業医科大学産業保健学部人間情報科
学教育教授）／「まちづくりプロジェクトにお
ける孤立化予防」和田真理子（兵庫県立大
学国際商経学部准教授）／「地域に根差した
Well-beingを支援するデータヘルスシス
テムの構築」川崎優子（兵庫県立大学看護
学部教授／デジタルヘルスケア・センター長）
／「デジタルヘルスケアの可能性」笹嶋宗
彦（兵庫県立大学情報科学研究科教授）

参加費：無料
申込方法：下記Webサイトより登録
申込URL：https://forms.gle/6wMV-
JHi1werU7DdK8
詳細URL：https://www.u-hyogo.ac.
jp/cnas/digitalhealth/pdf/poster.pdf

案内

第38回 
日本看護歴史学会学術集会
日時：8月11日（日）～ 12日（月・祝）
会場：天理大学杣之内キャンパスふるさと
会館・2号館（奈良県天理市）
テーマ：未来に向けて歴史をつなぐのは
今
プログラム：記念講演「確かな看護の軸
足を未来につなぐ」／教育講演「地域，学
問，職種をつなぐ」／市民講座Ⅰ「伝統の
技　手漉き和紙宇陀紙6代目から7代目
につなぐ」／Ⅱ「人の歴史をつなぐ『語り続
ける人たち～ 1945年戦争の記憶』上演と
講演」／交流セッション1「看護歴史研究を

未来につなぐ」／2「手とお湯のケアを未
来につなぐ　清拭　深遠なる技をどう伝え
るか」／3「手とお湯のケアを未来につなぐ　
心地よいケア　熱布バックケアの技」／一
般演題発表
事前登録期限：7月22日（月）まで
登録方法：下記Webサイトの参加登録
フォームより
参加費：［事前申込］会員8000円，非
会員 1万円，［当日申込］会員 1万円，非
会員 1万2000円，大学院生2000円，
学生は無料
問い合わせ先：学会事務長　天理大学
医療学部　奥田眞紀子
E-mail：38thjsnh@gmail.com
URL：https://www.jsnh38.com

※ 掲載情報は2024年 1月20日時点の
内容です。学会開催の有無など，最新
の情報は主催元にご確認ください。
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